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４４４４　　　　坐坐坐坐骨骨骨骨神神神神経経経経のののの活活活活動動動動電電電電位位位位
実習に出る前にこの実習書をよく読み「実習予習課題」（最終講義で配布）を予習しておく事。また実習

書の「a.目的」に呈示されている問題に解答する事。実習中はデータの集積に努めるとともに、実習項目
中に出されている問題を解決する事。尚、実習後に活動電位の伝導と活動電位発生の機構について復習す

るので、必ず講義プリントを持参する事。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

aaaa.... 目目目目的的的的
神経線維束である坐骨神経の電気刺激により誘発される複合活動電位を記録して、以下の事項を観察する

事により神経線維束での信号伝達の機構を学習する。

１１１１））））複複複複合合合合活活活活動動動動電電電電位位位位のののの細細細細胞胞胞胞外外外外誘誘誘誘導導導導にににによよよよるるるる記記記記録録録録。。。。（（（（実実実実習習習習項項項項目目目目１１１１））））
実習に使用する坐骨神経標本は単一の神経線維が集合した神経線維束であるので、記録される活動電位

は個々の神経線維で生じた活動電流が加算された結果である。これを複合活動電位という。複合活動電位
を細胞外で記録すると図-1の B, Cの様な二相性の活動電位 biphasic action potentialが記録される。この二

相性の活動電位と A の単相性の活動電位が記録される機構を講義プリント「興奮性膜・シナプス」参考
にして記述せよ。（図は参考書＜１＞,Fig.2-4,p51 より転載）尚細胞外誘導では負の電圧を上向きで表示す

る。

＜学生解答欄＞

２２２２））））刺刺刺刺激激激激のののの三三三三要要要要素素素素にににに関関関関すすすするるるる実実実実験験験験（（（（実実実実習習習習項項項項目目目目２２２２））））
刺激電流で神経線維を興奮させるにはある大きさ以上の刺激強度が必要である。この強度は刺激電流値、

刺激電流の持続時間 duration、刺激電流の時間変化の三要素により決まる。実習では矩形波電圧を刺激電

流の発生源として使用するので、刺激電流値・刺激持続時間の関係を調べて、強さ・時間曲線を描く。弱
い刺激電流で興奮を生じるためには刺激の持続時間を長くする必要があるが、ある一定値以下の刺激電流

値では刺激電流の持続時間をどれだけ長くしても興奮が生じない。この最小の刺激電流値を基電流
rheobase という。また各刺激強度における最小の持続時間を利用時 utlization time という。基電流の２倍
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の刺激強度における利用時を時値 chronaxieという。これらの関係は I= a + b/t  (Weissの式)で表される(I;

刺激電流強度、t; 利用時)、この関係を図示すると図-２の強さ・時間曲線となる。（図は参考書＜２＞, 図

II-3, p41より転載） 　　　　
図-2

３３３３））））複複複複合合合合活活活活動動動動電電電電位位位位のののの成成成成分分分分。。。。（（（（実実実実習習習習項項項項目目目目３３３３））））
蛙の単一神経線維からは図-3 の様な活動電位が記録される（agar bridge 法）。（下段の記録は活動電位

の微分値。図は参考書＜３＞ , Fig. 5, p8 より転載）複合活動電位は個々の神経線維においてこの様な活

動電位を生じる電流が総和された結果を細胞外から電位として記録したものである。坐骨神経線維束は
種々の閾値の神経線維の集合であるので、刺激強度を上げていくとまず閾値の低い神経線維から興奮する。

刺激強度があがるにつれて閾値の高い神経線維も興奮するので、活動電位を発生する神経線維の数がふえ、
細胞外へ流れる活動電流が増すので複合活動電位は大きくなる。単一の神経線維では活動電位の発生は「全

か無の法則」に従うが、神経線維束で記録される複合活動電位は「全か無の法則」には従わない。細胞外
から刺激した場合の神経線維の閾値は太い神経線維ほど低いので、刺激を与えると太い神経から興奮し、

刺激強度を上げるにつれて細い神経線維が興奮する事になる。また神経線維の伝導速度は太い神経線維ほ
ど速いので、刺激強度を上げるにつれて潜時の遅い活動電位が記録される。（図-4. A; 刺激強度が低い場

合、１種類の複合活動電位の記録、B;刺激強度をあげると別の成分β２が生じる。）（図４は参考書＜１＞、
Fig.2-31, p79 から転載）また記録する坐骨神経の長さを長くすると図５のように活動電位の複数の成分の

分離が著明になる（活動電位の峰分かれ、図５の縦軸は伝導距離を示す）。（図５は参考書＜１＞, Fig.2-30,

p78より転載）

太太太太いいいい神神神神経経経経ほほほほどどどど活活活活動動動動電電電電位位位位のののの伝伝伝伝導導導導速速速速度度度度がががが速速速速いいいい理理理理由由由由・・・・太太太太いいいい神神神神経経経経ほほほほどどどど細細細細胞胞胞胞外外外外かかかからららら刺刺刺刺激激激激ししししたたたた場場場場合合合合閾閾閾閾値値値値がががが低低低低いいいい理理理理由由由由をををを記記記記述述述述せせせせ
よよよよ。。。。坐坐坐坐骨骨骨骨神神神神経経経経ででででのののの伝伝伝伝導導導導距距距距離離離離がががが長長長長いいいいほほほほどどどど、、、、活活活活動動動動電電電電位位位位のののの峰峰峰峰分分分分かかかかれれれれがががが著著著著明明明明ににににななななるるるる理理理理由由由由をををを考考考考ええええてててて記記記記述述述述せせせせよよよよ。。。。

＜学生解答欄＞

伝伝伝伝導導導導速速速速度度度度
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閾閾閾閾値値値値

活活活活動動動動電電電電位位位位のののの峰峰峰峰分分分分かかかかれれれれ

４４４４））））活活活活動動動動電電電電位位位位のののの不不不不応応応応期期期期にににに関関関関すすすするるるる実実実実験験験験（（（（実実実実習習習習項項項項目目目目４４４４））））
活動電位は電位依存性の Na チャンネルとＫチャネルの活性化により生じる。Na チャネルは activation,

inactivation, deactivation の３過程の電位依存性を示して活動電位の発生に関与する。即ち膜電位が閾膜電
位 threshold depolarization を越えると activate されチャネルは開く。この時の Na 透過性の上昇により膜電

位は急速に Na の平衡電位へ上昇する。この膜電位の脱分極化の過程で Na チャネルは inactivation の状態
になり、この状態ではいかなる強い刺激を与えても Na チャネルはイオン透過性を示さない。この Na チ

ャネルの activation に遅れて K チャネルが開き膜電位は再分極する(repolarization)。活動電位の再分極相で
はこの Na チャネルの inactivation（Hodgkin-Huxley model の h 項が"0"に近づく）のため、どれだけ刺激を

上げても、Na チャネルが開かず活動電位が発生しない。この期間を絶対不応期という。この絶対不応期
に続いて相対不応期があるが、相対不応期では刺激強度を上げれば活動電位は発生する。単一神経線維や

神経細胞での活動電位の場合は test stimulusと conditioning stimulusの刺激間隔と test stimulusでの threshold

と conditioning stimulus での threshold の比をプロットして不応期を調べる（図６;図の R は絶対不応期の終

了を示す）。（図６は参考書＜１＞, Fig.2-20, p69より転載）この実習では神経線維束を最大上 supramaximal

の刺激で興奮させ、test stimulus と conditioning stimulus の間隔を接近させていくと活動電位の振幅が低下

する事を観察する事により不応期を理解する。
図図図図６６６６

Na チチチチャャャャネネネネルルルルのののの不不不不活活活活化化化化のののの機機機機構構構構をををを調調調調べべべべるるるる実実実実験験験験法法法法とととと Na チチチチャャャャネネネネルルルルのののの活活活活性性性性化化化化とととと不不不不活活活活化化化化のののの電電電電位位位位依依依依存存存存性性性性をををを記記記記述述述述せせせせよよよよ。。。。Test
stimulus をををを複複複複合合合合活活活活動動動動電電電電位位位位のののの遅遅遅遅いいいい成成成成分分分分もももも誘誘誘誘発発発発すすすするるるる程程程程度度度度ののののよよよよりりりり強強強強いいいい刺刺刺刺激激激激強強強強度度度度にににに、、、、 conditioning stimulus をををを遅遅遅遅いいいい成成成成分分分分はははは誘誘誘誘
発発発発ででででききききなななないいいい程程程程度度度度のののの弱弱弱弱いいいい刺刺刺刺激激激激強強強強度度度度ににににすすすするるるる。。。。Test stimulusとととと conditioning stimulusのののの間間間間隔隔隔隔をををを次次次次第第第第にににに短短短短くくくくししししてててていいいいくくくくとととと、、、、test
stimulus にににによよよよるるるる活活活活動動動動電電電電位位位位のののの波波波波形形形形ははははどどどどううううななななるるるるかかかか？？？？推推推推測測測測さささされれれれるるるる実実実実験験験験結結結結果果果果ととととそそそそのののの結結結結果果果果かかかからららら考考考考ええええらららられれれれるるるる事事事事をををを記記記記述述述述ししししななななささささ
いいいい。。。。
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＜学生解答欄＞

不不不不活活活活化化化化機機機機構構構構をををを調調調調べべべべるるるる実実実実験験験験法法法法

Na チチチチャャャャネネネネルルルルのののの活活活活性性性性化化化化・・・・不不不不活活活活化化化化のののの電電電電位位位位依依依依存存存存性性性性

推推推推測測測測さささされれれれるるるる実実実実験験験験結結結結果果果果ととととそそそそれれれれかかかかららららわわわわかかかかるるるる事事事事

５５５５））））活活活活動動動動電電電電位位位位のののの伝伝伝伝導導導導速速速速度度度度（（（（実実実実習習習習項項項項目目目目５５５５））））
神経線維を活動電位が伝導する速度は伝達距離と刺激開始から活動電位が生じるまでの時間（潜時

latency）とから計算される。実習では２本の電極間に電流を流して神経線維を刺激しているので、この２
本の電極のどちらで刺激効果が生じているかを把握しておかなければならない。一般に細胞外刺激を行っ

た場合は陰極(-)で刺激効果が生じる。(-)極極極極でででで刺刺刺刺激激激激効効効効果果果果がががが生生生生じじじじるるるる理理理理由由由由をををを記記記記述述述述せせせせよよよよ。。。。ままままたたたた閾閾閾閾値値値値下下下下のののの刺刺刺刺激激激激をををを行行行行っっっったたたた

時時時時神神神神経経経経線線線線維維維維膜膜膜膜ににににははははどどどどのののの様様様様なななな反反反反応応応応がががが生生生生じじじじるるるるかかかか、、、、講講講講義義義義ププププリリリリンンンントトトト＜＜＜＜興興興興奮奮奮奮性性性性膜膜膜膜・・・・シシシシナナナナププププスススス＞＞＞＞をををを参参参参考考考考ににににししししてててて記記記記述述述述せせせせよよよよ。。。。活

動電位が神経線維を伝導するためには興奮部を sink, 非興奮部を source とする local circuitが形成されなけ
ればならない（図７;興奮部では Na チャネルが開き内向き流がながれて、sink となりその隣接部で外向

き流が流れて sourceとなり、sink-source間で local circuitが形成される。）（図７は参考書＜４＞, Fig. 4, p134

より転載）ここここのののの図図図図をををを参参参参考考考考ににににししししてててて、、、、神神神神経経経経線線線線維維維維でででではははは活活活活動動動動電電電電位位位位はははは両両両両方方方方向向向向性性性性伝伝伝伝導導導導ををををすすすするるるるがががが、、、、神神神神経経経経のののの信信信信号号号号ととととししししてててて活活活活動動動動電電電電位位位位

がががが伝伝伝伝導導導導ししししててててききききたたたた場場場場合合合合ににににはははは伝伝伝伝導導導導方方方方向向向向へへへへののののみみみみ伝伝伝伝導導導導しししし、、、、逆逆逆逆向向向向ききききににににはははは伝伝伝伝導導導導ししししなななないいいい理理理理由由由由をををを記記記記述述述述せせせせよよよよ。。。。

図ー７
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＜学生解答欄＞

陰陰陰陰極極極極刺刺刺刺激激激激

閾閾閾閾値値値値下下下下電電電電気気気気緊緊緊緊張張張張性性性性電電電電位位位位

伝伝伝伝導導導導方方方方向向向向

b.用用用用品品品品
蛙神経標本、記録用チャンバー、Ringer 液、メモリオシロスコープ、刺激装置（アイソレーター付き）、
X-Yレコーダー、接続用コード、方眼紙・物差し・卓上計算機（この３点は各グループで用意すること）。

cccc....実実実実験験験験法法法法
iiii))))標標標標本本本本
蛙神経筋標本作成法を参考にして、蛙の坐骨神経をできるだけ長く、即ち第９、第１０脊髄神経として

脊柱を出たところから、足底部の１５cm の長さのところまで取り出す。「活動電位の誘導方式図」 のよ
うに、銀線電極数本を設置した記録用チャンバーの電極の上にとりだした神経線維束を電極の上に電極と

充分に接触させて載せる。乾燥を防ぐために記録用チャンバーの底に Ringer 液を少量入れ、蓋をする。
また実験の過程で神経線維が乾燥するのを防ぐため、神経線維束を時々 Ringer液に浸す。

iiii iiii ))))刺刺刺刺激激激激
記録用チャンバーの端子２本とアイソレータの出力端子を接続する。実習項目５で刺激の極性の実験を

行う時以外は原則として記録電極に近い側の刺激電極が(-)極になるようにセットする。この時アイソレ

ータからの出力の極性に注意すること。「活動電位の誘導方式図」に示すように刺激・記録に使用する機
器と生体はアースで結合しているので、刺激装置から直接刺激電流を取り出して生体に流すと刺激電極部

位と不関電極の間に電流が流れる事になり、限局的な刺激ができない。これを防ぐため、刺激電流はアー
スから浮いた状態にあるアイソレータから取り出す必要がある。

刺激強度を変えるときはアイソレータのダイアルは一定値（5mA）に設定しておき、刺激装置本体の出
力ダイアルで刺激強度をかえる。この場合の刺激強度は 5mA x (刺激装置本体の出力ダイアルの読み)/ 1000

となる。

iiii iiii iiii))))記記記記録録録録
導出用の電極は刺激電極からかなり離れた電極を選ぶ。２本の電極を導出電極として刺激電極に近い電

極端子（模式図の g, h ）を増幅器（メモリオシロスコープに付随する）の入力箱の(-)端子と、刺激電極
に遠い電極端子（図の h）を入力箱の(+)端子と接続する。誘発された活動電位はメモリオシロスコープを



2

メモリーモードで使用して管面上で波形を停止させて観察する。刺激電流が生体に流れた事を示す速い小
さなビームの振れ（アーチファクト）に引き続いて活動電位が記録される。

オシロスコープの掃引速度 sweep speed（オシロスコープのビームが管面上を左から右へ移動する速さ。
観察する現象の時間経過、潜時により設定する）、増幅度の設定を行う。掃引速度はオシロスコープの掃

引速度のダイアルで設定するが、例えば 5ms/div は、オシロスコープの管面のスケールの大きな区画１つ
が５ms であることを示す（管面の左端から右端へビームは 50ms で移動する）。増幅度はオシロスコープ

の増幅器の増幅度ダイアルで設定する。管面上で充分に現象が観察される増幅度を選択する。増幅器は入
力信号との接続方式により、RC-coupling (AC結合), direct-coupling (DC結合)がある。この実習では AC結

合を使用するが、この方式では信号と増幅器の間に入る、抵抗と容量の時定数により信号波形が変化する
事、信号のＤＣ成分はキャンセルされる事に注意しなければならない。

オシロスコープの MEMORY 部の"start"と"read out"スイッチをおすと、波形が現れてから次の sweep が
開始される迄の間現象が固定され、次の sweep が入るとメモリーは消える。"stop"スイッチをおした状態

で、現象を観察しながら"read out"をおすと、現象は管面上で固定され、次の sweep が開始されても消え
ない。この状態で MODEのダイアルを X-Yレコーダに設定して MEMORY部の"start"スイッチをおすと、

メモリーオシロスコープの管面に静止した波形を X-Y レコーダーの記録紙に描く事ができる。記録紙上
での描記が終了したら、必ず MEMORY 部の"stop"スイッチをおして MODE のダイアルを CRO に戻すこ

と。記録紙にはオシロスコープの増幅度・掃引速度、X-Y レコーダの X-gain, Y-gain を必ず記載する事。
波形の潜時・振幅はオシロスコープの管面上でスケールから読みとること。

この測定系では、それぞれの器機への trigger pulse を同期させている。刺激装置から生体への刺激と、
オシロスコープの掃引が同期している。従って刺激によって生体に生じる現象を必ずオシロスコープの管

面上でとらえることができる。
　1, trigger pulse (実実実実習習習習でででではははは pulse generator かかかからららら取取取取りりりり出出出出ししししたたたたパパパパルルルルススススをををを使使使使用用用用すすすするるるる )にににによよよよりりりりオオオオシシシシロロロロススススココココーーーーププププのののの掃掃掃掃引引引引  (オオオオシシシシ

ロロロロススススココココーーーーププププのののの管管管管面面面面上上上上をををを電電電電子子子子線線線線がががが左左左左かかかからららら右右右右へへへへ等等等等速速速速度度度度でででで移移移移動動動動すすすするるるる事事事事 )ををををかかかかけけけけるるるる。。。。
　　　　2, オオオオシシシシロロロロススススココココーーーーププププのののの掃掃掃掃引引引引のののの開開開開始始始始にににに一一一一致致致致ししししててててオオオオシシシシロロロロススススココココーーーーププププかかかからららら出出出出力力力力さささされれれれるるるる鋸鋸鋸鋸歯歯歯歯状状状状波波波波でででで刺刺刺刺激激激激装装装装置置置置にににに trigger ををををかかかか

けけけけるるるる。。。。ここここのののの trigger にににによよよよっっっってててて刺刺刺刺激激激激装装装装置置置置はははは刺刺刺刺激激激激電電電電流流流流をををを出出出出力力力力すすすするるるる合合合合図図図図をををを受受受受けけけけるるるるここここととととににににななななるるるる。。。。刺刺刺刺激激激激装装装装置置置置へへへへのののの trigger
がががが矩矩矩矩形形形形波波波波ででででななななくくくく鋸鋸鋸鋸歯歯歯歯状状状状波波波波ででででかかかかけけけけらららられれれれてててていいいいるるるるののののでででで、、、、オオオオシシシシロロロロススススココココーーーーププププのののの掃掃掃掃引引引引速速速速度度度度をををを変変変変ええええててててももももオオオオススススロロロロススススココココーーーーププププのののの
管管管管面面面面のののの一一一一定定定定のののの位位位位置置置置にににに刺刺刺刺激激激激ののののアアアアーーーーチチチチフフフファァァァククククトトトトをををを観観観観察察察察ででででききききるるるる。。。。

d.実実実実験験験験
１１１１））））実実実実習習習習項項項項目目目目１１１１ -複複複複合合合合活活活活動動動動電電電電位位位位のののの細細細細胞胞胞胞外外外外誘誘誘誘導導導導
（１）刺激電極 a, bとアイソレータの出力端子を接続する。
（２）刺激装置本体の持続時間を 100μs, train を 1、出力パルスの極性を(+)に設定する。アイソレータの

出力ダイアルを 5mA x 1に設定する。アイソレータの出力パルスの極性を記録電極の近い側の刺激
電極が(-)になるように設定する。

（３）刺激装置本体の出力ダイアルを回して、刺激電流を流す。ダイアルを回して刺激強度を上げても、
次の sweep までは反応がオシロスコープに現れないので、刺激強度を上げた後の反応を確認して

から、次の強度の刺激を与えるようにする。刺激が閾値に達するとアーチファクトに続いて２相性
の活動電位が記録される。閾値を記載する。更に刺激強度を上げ典型的な２相性活動電位を記録紙

に描記する。
　　　　　  閾値　　　　　　mA

（４） 記録電極 g-h 間の神経線維束を糸で結び（２）と同様の記録を行い、２相性の活動電位が単相性の活動電位に変わ

ることを確認する。図１-A を参考にして単相性活動電位が記録される機序を記述せよ。(ここここのののの実実実実験験験験はははは実実実実習習習習のののの最最最最

後後後後にににに行行行行ななななううううののののででででここここのののの観観観観察察察察ははははととととばばばばししししてててて実実実実験験験験２２２２ )をををを行行行行ななななうううう事事事事））））

単単単単相相相相性性性性活活活活動動動動電電電電位位位位がががが記記記記録録録録さささされれれれるるるる機機機機序序序序
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２２２２））））実実実実習習習習項項項項目目目目２２２２----強強強強ささささ・・・・時時時時間間間間曲曲曲曲線線線線
（１）閾値上の刺激電流で活動電位を誘発して、その振幅を記録して基準の値とする。

((((基基基基準準準準のののの値値値値ととととすすすするるるる活活活活動動動動電電電電位位位位のののの振振振振幅幅幅幅ははははオオオオシシシシロロロロススススココココーーーーププププのののの管管管管面面面面上上上上のののの大大大大ききききななななススススケケケケーーーールルルルのののの整整整整数数数数倍倍倍倍にににに

ししししてててておおおおくくくくとととと観観観観察察察察ががががししししややややすすすすいいいい ))))

活動電位振幅　　　　　　　mV

（２）刺激装置の持続時間の設定を変えると誘発される活動電位の振幅が変化する事を確認する。刺激電

流の強度を変えて、誘発される活動電位の振幅が基準の値になるようにする(刺激電流持続時間を
長くすると活動電位の振幅は大きくなる。このとき刺激電流の強度を落として活動電位の振幅が基

準の振幅値になるようにする)。この時の刺激電流の持続時間と電流値を記載する。

持続時間                μs     　刺激電流値　　　　　mA

持続時間                μs     　刺激電流値　　　　　mA

持続時間                μs     　刺激電流値　　　　　mA

持続時間                μs       刺激電流値　　　　　mA

持続時間                μs     　刺激電流値　　　　　mA

持続時間                μs     　刺激電流値　　　　　mA

持続時間                μs     　刺激電流値　　　　　mA

（３）(2)の結果をグラフ上にプロットして、強さ・時間曲線を描き、基電流・時値を求めよ。(実実実実習習習習中中中中はははは

（（（（２２２２））））のののの測測測測定定定定とととと平平平平行行行行ししししてててて大大大大ままままかかかかななななププププロロロロッッッットトトトをををを作作作作るるるる。。。。レレレレポポポポーーーートトトトににににはははは各各各各人人人人がががが正正正正確確確確ににににププププロロロロッッッットトトトしししし

たたたた結結結結果果果果をををを提提提提出出出出すすすするるるるこここことととと )

基電流　　　　　mA 時値　　　　 ms

３３３３））））実実実実習習習習項項項項目目目目３３３３----複複複複合合合合活活活活動動動動電電電電位位位位のののの成成成成分分分分にににに関関関関すすすするるるる実実実実験験験験
（１）刺激電流の持続時間を 100μs として刺激電流を上げていき、各刺激電流値によって誘発される活

動電位の最も潜時の短い成分(第 1 番目の成分の活動電位)の振幅を記録する。ままままたたたたここここのののの時時時時活活活活動動動動電電電電位位位位

のののの振振振振幅幅幅幅がががが変変変変化化化化すすすするるるる理理理理由由由由をををを記記記記述述述述せせせせよよよよ。。。。

刺激電流　　　　　mA    振幅　　　　　　mV

刺激電流　　　　　mA    振幅　　　　　　mV

刺激電流　　　　　mA    振幅　　　　　　mV

    刺激電流　　　　　mA    振幅　　　　　　mV

振振振振幅幅幅幅がががが変変変変化化化化すすすするるるる理理理理由由由由

　

（２）刺激強度を更にあげてより遅い成分の活動電位を記録して、これらの遅い成分の閾値を記載する。
(刺激電流の持続時間は 100μs を使用するが、遅い成分の活動電位を誘発できない場合は刺激電流

の持続時間を長くする。また遅い成分は増幅度を上げて観察する事)

　　　　第１の成分の閾値　電流値　　　　mA    持続時間　　　   μs

        第 2の成分の閾値　電流値　　　　mA    持続時間　　　   μs

第 3の成分の閾値　電流値　　　　mA    持続時間　　　   μs
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（３）記録電極の位置はそのままにして、刺激電極の位置を変えて伝導距離を変化させて、複合活動電位
の成分の峰分れの状態の変化を観察し、描記する。

　　　　　
４４４４））））実実実実習習習習項項項項目目目目４４４４----不不不不応応応応期期期期のののの実実実実験験験験
（１）刺激電流の持続時間を 100μs として刺激電流を複合活動電位の第１の成分を誘発する最大上

supramaximalのレベルに設定する。

（２）刺激装置本体の設定を train 2 にする。この状態で刺激電流を流すと、２発の刺激に誘発される活動
電位が記録される。先行する刺激が conditioning stimulus, 後の刺激が test stimulusとなる。

（３）刺激装置本体の interval を変えて(最初は 8ms にする)、test stiumulus によって誘発される活動電位
の振幅の変化を記載し、誘発される活動電位の波形を描記する。

　　　　　interval                    ms   振幅　　　　　　　mV

       　 interval                    ms   振幅　　　　　　　mV

          interval                    ms   振幅　　　　　　　mV

          interval                    ms   振幅　　　　　　　mV

          interval                    ms   振幅　　　　　　　mV

          interval                    ms   振幅　　　　　　　mV

この結果をグラフにしてそのグラフ上に相対不応期、絶対不応期をマークせよ。

５５５５））））実実実実習習習習項項項項目目目目５５５５----伝伝伝伝導導導導速速速速度度度度
（１）刺激電極を記録電極に近い側が(-)になるように接続する。刺激電流持続時間を 100μs で刺激して

第１の成分、第２の成分の複合活動電位を誘発して、それぞれの潜時を測定する。(第１の成分の
潜時はオシロスコープの掃引速度(sweep 速度)をできるだけ速くして、活動電位の立ち上がりのみ

が管面上に現れるようにして測定する。また増幅度も上げて可能な限り正確に測定する事)

　　　　　　    第１の成分の潜時　　　　　　ms

第２の成分の潜時　　　　　　ms

（２）刺激電極を記録電極に接近させる。（１）と同様の測定を行う。

　  　　第１の成分の潜時　　　　　　ms

　  　　第２の成分の潜時　　　　　　ms

（３）(1), (2)それぞれの場合において、刺激電流が神経線維に興奮を引き起こす電極<(-)極>を確定する。
確定した刺激部位間の距離を測定する。この刺激部位間の距離と(1),(2)で測定された潜時の差より

第１の成分・第２の成分の伝導速度を計算せよ。またその結果よりこれらの成分の活動電位が伝導
する神経線維の種類を記述せよ。

　　　第１の成分の伝導速度
　　　　　    第２の成分の伝導速度

（４）刺激電極のうち。記録電極に近い方が b が(-)になるようにして第１の成分の活動電位を誘発して
その潜時を測定する。次に刺激電極のうち。記録電極に遠い方が(-)になるようにして第１の成分

の活動電位を誘発してその潜時を測定して比較する。
　　　　　　 (-)が近い場合　　　　　　　ms

　(-)が遠い場合　　　　　　　ms

a.目的 5)の予習問題＜陰極刺激＞＜閾値下電気緊張電位性電位＞の解答を参考にして、刺激電極のうち記録電極に遠い方

が(－)の場合に誘発される活動電位の潜時が長くなる理由を記述せよ。
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（５）(4)の結果を踏まえて、伝導速度を算出するために、（３）のような方法をとらなければならない理

由を記述せよ。
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